
2026.3.29.受難節第 6主日礼拝（YRCC） 

聖書箇所: エペソ人への手紙2章4-7節 
「それでも、神は私たちを愛された」 

【1】しかし、あわれみ豊かな神は 
・失敗、敗れ、関係の断絶の中で響くことば 

 
・福音それは神の私たちへの「しかし…」 
 
・人間の現実 
 ―罪の中に死んでいた(エペソ 2:1) 
 ―御怒りを受けるべき子ら(2:3) 
  →自分では生き返れない存在 
・神の働き 
 ―「しかし、あわれみ豊かな神は…」(2:4) 
   →人間の側の絶望と神の一方的な介入 
・救いの本質 
 ―主語は常に神 

―神が愛し、生かし、引き上げてくださった(2:5-6) 
【2】救われたのは神の恵みによる 
 ・人間の誤解 
  ―「私たちも努力した」と思いたい 
 
 ・聖書の語る救い 
  ―恵みによって救われた(エペソ 2:5) 
  ―完了形＝すでに起こった出来事 
  ―受動態：「救われた」 
   →人間の側の努力の結果ではない(2:9) 
 ・十字架の意味 
  ―「完了した」(ヨハネ 19:30) 
  ―贖いは完全に成し遂げられた 
   →付け加えるものは何もない 
【3】「すでに」と「まだ」の間で 
 ・私たちは「すでに」… 

① キリストとともに生かされた 
② キリストとともによみがえらされた 
③ キリストとともに天に座らせられた 

 ・現実の緊張 
  ―なお、苦しみ・葛藤がある 
 ・信仰の歩み 
  ―神の国に属している(すでに) 
  ―地上をあゆんでいる(まだ) 
▶「しかし、あわれみ豊な神は、私たちを愛してくださった」。キリストとともに生かさ
れ、よみがえらされ、天に座らされた者として、この一週間を歩みましょう。 


